
息溝学界

学
界
一
三

史
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
大
会
は
、
　
慣
例
に
よ
り
十
一
月
一
日

　
（
土
）
二
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
っ
て
開
催
し

　
た
。
一
日
の
「
京
都
の
襖
絵
見
学
」
は
、
折
あ
し

　
く
雨
天
で
は
あ
っ
た
が
、
五
十
名
の
会
員
の
参
加

　
を
得
て
土
艦
次
義
氏
の
懇
切
精
緻
な
解
説
の
も
と

　
予
定
通
り
智
積
院
・
建
仁
寺
禅
居
庵
・
大
徳
寺
本

　
坊
・
聚
光
院
・
黄
梅
院
・
大
覚
寺
を
巡
図
し
、
午

　
縫
四
時
散
会
し
た
。
第
二
日
の
大
会
及
び
総
会
は

　
京
大
法
経
第
五
教
室
で
開
催
し
た
。
総
会
は
営
醗

　
理
纂
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
。
織
田
理
婁
よ
り
、

　
会
務
・
会
計
の
報
告
が
行
わ
れ
、
会
計
報
告
は
原

　
案
通
り
万
場
一
致
で
承
認
を
う
け
た
。
次
に
、
現

　
評
議
員
の
任
期
は
昭
和
三
十
四
年
紅
鮭
三
十
一
鐸

　
を
以
て
満
了
す
る
の
で
、
別
闘
乱
告
の
通
り
次
期

　
訴
議
員
の
選
鐵
が
行
わ
れ
た
。
大
会
の
講
演
は
、

　
九
州
大
学
鏡
山
巌
氏
、
慶
応
義
塾
大
学
松
本
信
広

　
氏
、
京
大
人
文
科
学
研
究
所
安
都
健
夫
氏
の
ヨ
氏

　
に
、
次
の
テ
ー
マ
に
よ
る
講
演
を
御
願
い
し
た
。

　
大
会
終
了
後
、
楽
友
会
館
に
て
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ

　
一
に
よ
る
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

　
筑
前
沖
の
島
の
祭
祀
遺
跡
　
　
　
鏡
自
　
猛
氏

　
一
7
5
代
知
識
人
の
二
類
型
　
　
　
　
安
部
健
夫
氏

　
イ
ン
ド
シ
ナ
の
土
地
と
人
　
　
　
松
本
信
広
氏

藤
岡
謙
二
郎
理
事
の
帰
朝

　
一
昨
緊
ヰ
一
跡
よ
り
一
ケ
年
・
に
わ
た
っ
て
山
仕
一
楽
研
究
鍛

　
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
留
学
し
、
更
に
欧
米
各

　
地
を
視
察
旅
行
中
で
あ
っ
た
本
会
理
聴
講
醐
謙
二

　
鱈
場
は
、
昨
年
十
鳳
月
十
四
露
、
無
事
帰
朝
さ
れ

　
た
。

国
史
関
係

読
史
会
秋
季
大
会

　
　
　
一
一
月
三
日
（
月
）

　
　
　
午
前
九
時
　
於
京
大
文
学
部
第
一
教
室

　
民
間
信
仰
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
　
正
倫

　
　
一
出
と
川
と
田
に
つ
い
て
一
1

評
定
衆
設
謄
の
黙
棲
…

法
興
寺
建
立
の
史
約
背
崇

　
i
蘇
我
氏
と
仏
教
一

中
瞬
地
方
の
横
穴
に
つ
い
て

ナ
ニ
ワ
の
み
そ
ぎ

不
三
得
七
法
に
つ
い
て

恵
信
尼
公
の
寿
塔
に
つ
い
て

法
燈
霞
師
と
高
野
魏

上
横
手
雅
敬

細
村
　
円
澄

山
本
　
　
清

出
根
徳
太
郎

菊
地
　
康
明

梅
原
　
隆
章

五
来
　
　
重

近
世
村
役
人
の
性
格
　
　
　
　
　
　
冒
羅
弥
三
部

明
治
後
期
社
会
主
義
思
想
史
に
於
け
る
非
政

　
治
主
義
に
つ
い
て

　
　
一
秋
水
と
尚
江
一

　
銭
座
に
つ
い
て

読
史
会
一
二
月
例
会

　
　
　
＝
一
月
一
三
日
（
土
）

　
　
　
午
後
一
時

　
幕
末
脱
無
数
の
財
政
構
造

　
太
宰
春
台
の
「
経
済
錬
」
と

　
に
つ
い
て

真
宗
史
研
究
会
大
会

　
　
　
一
一
月
一
四
日
（
金
）

　
　
　
午
後
一
時

　
北
陸
一
向
一
揆
の
階
鰭
関
係

　
酒
糟
に
つ
い
て

　
口
証
専
三
日
に
つ
い
て

山
岡
　
桂
二

小
葉
濱
　
淳

於
京
大
陳
列
館
演
轡
室

　
　
　
　
　
　
芝
原

　
　
　
　
「
藍
蝋
」

　
　
　
　
　
　
今
中

於
龍
谷
大
学
麟
書
館
講
裳

　
親
電
に
お
け
る
～
向
専
修
の
限
界

　
初
期
真
宗
の
本
尊
に
つ
い
て

　
輿
宗
大
坊
の
講
造
と
そ
の
変
質

　
　
討
論
司
会

仏
教
史
学
会
学
術
大
会

　
　
　
一
一
月
　
五
臼
（
土
）

　
　
　
午
前
九
時
　
於
京
大
楽
友
会
館

踏
臼

寛
司

笠森憲隅谷北井
原騰崎野下職上
一清円顕一　鋭
男富強正夢弘夫
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佃
溺
発
表

平
安
時
代
の
浄
土
教
　
　
　
　
　
　
名
畑
　
　
崇

襲
職
交
渉
と
南
都
浄
土
教
　
　
　
岡
　
玄
雄

敦
捏
変
節
の
素
材
展
開
に
か
ん
す
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
岡

仏
乗
院
日
韓
の
学
系
に
つ
い
て
　
　
岡
田

優
婆
塞
貢
進
解
　
　
　
　
　
　
　
　
薗
国

新
羅
湿
土
教
に
つ
い
て
の
二
二
二
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恵
谷

　
共
同
課
題
「
仏
教
と
罠
衆
生
活
」

ぬ
承
畑
帥
壬
生
寺
關
開
魔
堂
の
心
ハ
斎
㍑
網

（
映
画
と
録
音
）

穂
懸
仏
教
に
お
け
る
僧
と
俗

庚
申
の
信
仰
に
つ
い
て

　
討
論
司
会

隆　番栄照
戒　融照光

窪藤竹
　枝戦

車　聴
忠晃洲

小
笠
原
宣
秀

玉
来
　
　
重

臼
本
史
研
究
会
大
会
、

　
　
　
一
一
月
～
五
碍
（
土
）

　
　
　
午
後
一
特
　
於
立
命
館
大
学
清
心
館

　
　
個
別
研
究
発
蓑

　
尾
利
基
氏
論
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山

　
商
品
生
産
を
め
ぐ
る
村
と
商
入
　
　
岡

　
帯
国
主
義
復
活
の
問
題
に
つ
い
て
　
小
野

義光
彦夫博

　
　
　
…
　
～
月
「
穴
．
日
　
（
艮
）

　
　
　
午
前
九
時
　
於
立
命
館
大
学
清
心
館

　
　
大
会
共
同
研
究
報
皆

　
統
一
テ
ー
マ
「
政
治
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

　
　
i
一
歴
史
の
政
治
史
的
掘
握
の
た
め
に
1

　
奈
良
末
平
安
初
期
の
政
治
上
の
問
題

　
　
一
中
央
官
人
の
動
向
を
め
ぐ
っ
て
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
正
扇
子

　
平
安
後
期
の
数
会
構
造
　
　
　
　
　
村
井
　
康
彦

　
明
治
政
権
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
　
靖

　
明
治
後
期
大
正
初
期
社
会
主
義
思
想
の
一
特
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
師
岡
　
佑
行

　
　
…
ア
ナ
・
ボ
ル
論
争
を
中
心
に
一

　
　
　
　
東
洋
臭
関
係

東
洋
史
談
話
会
大
会

　
　
　
十
一
月
薫
日
（
月
）

　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
人
文
科
学
研
究
所
講
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野
　
藏
顧

蜀
漢
政
権
と
土
蒼
豪
族

朱
代
の
客
戸
に
つ
い
て

西
督
の
封
王
の
綱
に
つ
い
て

襟
代
林
特
の
茶
法
改
革
に
つ
い
て

オ
マ
ル
一
世
の
土
地
政
策

嶋蝕越柳
開綿智田

嚢重節平寓明子
　
賜
清
臨
代
に
お
け
る
佃
戸
鯖
の
位
綴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
田
　
　
徳

　
所
謂
東
南
互
保
約
款
に
つ
い
て
　
　
永
井
　
算
巳

　
同
盟
会
の
民
生
主
義
　
　
　
　
　
　
北
自
　
康
夫

　
国
共
分
裂
（
一
九
二
七
年
）
後
の

　
統
一
戦
線
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
警
海

　
厨
延
簡
に
見
え
た
る
名
籍
　
　
　
　
森
　
　
鹿
三

　
〔
晩
餐
ム
夙
〕
　
　
午
後
六
時
一
七
時
　
　
獄
門
研
究
所
刷
ホ

　
ー
ル

東
方
学
会
第
八
園
会
員
総
会

　
　
　
十
｝
月
四
日
（
火
）

　
　
　
午
前
十
晦
～
午
後
八
時

　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
人
文
科
学
研
究
所
講
堂

　
日
本
の
窟
【
位
令
r
と
晦
…
の
窟
品
ム
”
　
　
宮
麟
一
　
市
｛
疋

　
階
窟
に
於
け
る
中
国
的
仏
教
の
性
格
と

　
そ
の
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
城
ち
令
聞

陥
偶
大
学
院
会
十
一
月
例
会

　
　
　
十
一
月
八
日
（
土
）
　
　
於
陳
列
館
会
議
室

　
高
麗
朝
に
於
け
る
官
職
の
一
端
　
　
李
　
　
大
熈

　
　
　
　
西
洋
史
関
係

第
二
山
ハ
闇
凹
蹴
四
洋
史
読
澱
口
A
棚
下
八
ム

　
　
　
十
一
月
三
日
（
月
）
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学界消患

　
　
午
前
九
時
半
－
午
後
五
聴
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
京
大
楽
友
会
館

　
こ
こ
数
年
来
の
傾
向
と
し
て
全
岡
の
研
究
者
の

発
病
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
西
洋
史
読
書
会
が
全
国
学

会
の
性
格
を
お
び
て
き
た
こ
と
は
、
学
会
の
日
展

と
し
て
よ
ろ
こ
び
に
た
え
な
い
。
内
容
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

ヒ
ッ
タ
イ
ト
の
封
建
鰯
　
　
　
　
　
岸
本
　
逓
夫

非
典
型
的
村
落
共
岡
体
に
つ
い
て
　
鯖
田
　
豊
之

ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ツ
ゥ
ー
ラ
と
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

哲
学
と
の
関
係

　
－
十
三
世
紀
誓
学
思
想
史
上
の
　
聞
題
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
昂
吉

・
甲
世
文
化
史
研
究
の
方
法
　
　
　
　
兼
岩
　
正
夫

カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
思
想
に
於
け
る
反
抗
権
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
原
　
教
男

十
八
世
紀
中
頃
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
致
治

構
造
と
商
人
贋

　
－
毛
織
物
商
人
プ
ラ
イ
ス
．
フ
ィ
ッ
シ

　
　
　
　
　
　
ャ
ー
の
場
合
を
中
心
と
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
田
　
清
治

瓢
つ
の
ア
メ
リ
カ
什
串
命
史
論
　
　

今
津
　
　
晃

ア
メ
リ
カ
独
立
は
「
革
命
」
か
否
か

　
i
菊
O
び
①
建
国
．
ω
円
O
≦
け
教
授
の
見
解

　
を
め
ぐ
っ
て
一
－
一
　
・
　
　
　
三
浦
　
　
進

　
J
・
ペ
ソ
タ
ム
に
お
け
る
自
然
法
の
否
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
松
　
繁
信

　
産
業
革
命
と
景
気
循
環
　
　
　
　
合
隣
下
作

　
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

　
ナ
リ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀
　
秀
男

　
人
疲
党
の
発
生
に
つ
い
て
　
　
　
　
山
岸
　
義
夫

　
デ
・
レ
オ
ン
主
義
と
レ
ー
ニ
ン
主
義

　
　
－
米
・
露
左
派
社
会
主
義
理
論
の
比
較
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
達
朗

　
ト
ラ
ソ
ス
ヴ
ァ
ー
ル
危
機
前
後
の
ド
イ
ツ
の

　
対
英
政
策

　
　
…
イ
ェ
ル
サ
リ
ム
ス
キ
批
判
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
　
治
｝

　
　
　
　
地
理
学
関
係

小
牧
爽
繁
先
生
還
暦
記
念
祝
賀
会

　
　
　
十
一
月
二
日
（
日
）
午
後
五
時

　
　
　
高
野
橋
畔
　
料
亭
「
大
和
」

　
　
本
年
度
め
で
た
く
還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
小
牧
実

　
繁
先
生
を
囲
ん
で
、
地
理
学
談
話
会
の
懇
親
会
が

　
催
さ
れ
た
。
　
集
る
心
逸
題
名
、
　
こ
も
ご
も
立
つ

　
て
、
祝
賀
の
こ
と
ば
を
の
べ
、
懐
旧
の
情
を
尽
く

　
し
て
九
時
散
会
し
た
。

人
文
地
理
学
会
大
会

　
　
　
十
一
月
三
日
（
月
）
・
四
目
（
火
）

　
　
京
都
大
学
交
単
・
部
第
七
・
八
教
室

．
本
年
度
十
周
年
を
違
え
た
人
文
地
理
学
会
で
は
、

右
の
如
く
大
会
を
闘
催
し
た
。
蹉
臼
は
一
般
発
表

四
扇
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
漁
業
」
「
圏
構
造
」
、
引

続
い
て
五
・
六
両
臼
〈
若
狭
〉
〈
名
古
屋
〉
方
爵

ヘ
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ソ
を
行
っ
た
。

な
事
本
会
員
の
研
究
発
衰
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

〔一

B
発
表
〕

琵
琶
湖
鱗
岸
の
農
業
集
落
構
造

海
衛
…
漆
器
の
伝
統
性

干
拓
と
漁
罠

　
一
児
島
湾
の
場
含
－

塩
古
希
の
商
業
地
理

藤
本
　
利
治

大
島
　
嚢
治

由
海
浜
旧
習

樋
口
　
節
夫

チ
ベ
ッ
ト
の
£
気
候
に
関
す
る
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井
　
辰
郎

近
仏
国
の
位
澱
に
つ
い
て
　
　
　
　
木
村
　
　
宏

山
科
・
醍
醐
に
お
け
る
平
安
末
期
寺
領
照
畠

の
景
観
形
態
と
そ
の
性
梅
　
　
　
　
由
田
　
安
彦

藩
政
村
の
村
領
の
広
さ
と
そ
の
集
落
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
　
忠

〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

〈
漁
業
〉

沿
岸
漁
業
の
簿
滞
性
と
組
合
自
営
漁
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藪
内

芳
彦
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瀬
戸
内
海
漁
業
の
「
停
滞
性
」

　
〈
翻
構
造
〉

　
圏
お
よ
び
圏
構
造
論
の
動
向

　
圏
構
造
と
地
域
類
型

　
工
業
分
布
に
お
け
る
圏
講
造

　
圏
構
造
概
・
怠
の
検
討

　
圏
構
造
諭
の
相
互
関
係

人
交
地
理
学
会
第
2
8
圏
例
会

　
　
　
十
二
月
七
日
（
B
）

　
　
　
午
後
一
時

　
諜
題
「
耕
地
の
集
中
と
分
散
」

　
問
題
提
趨

　
螺
例
研
究
－

　
事
例
研
究
亙

　
購
例
研
究
皿

　
懇
親
会

　
発
表
終
了
後
、
大
津
橋
畔

に
つ
い
て

　
　
河
野
　
通
博

水小春山浮
津林臼澄ffi
一一 @茂　典
朗博男元良

名
古
屋
大
学
文
学
部
　
会
議
室

松
弁
　
武
敏

浮
田
　
典
良

野
原
　
緻
雄

喜
多
耕
俊
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
津
寿
司
」
に
於
て

　
会
員
約
一
二
十
名
の
繊
席
を
得
て
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
考
古
学
関
係

日
本
考
古
学
協
会
第
二
十
二
図
総
会

　
　
一
〇
月
二
山
ハ
門
口
　
（
臼
）
　
七
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
薇
潟
敵
中
魚
沼
郡
津
南
町
神
出
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麻
生
　
　
優

宝
達
出
周
辺
に
於
け
る
柱
聯
式
土
器
の
分
布

状
態
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
秋
国
　
四
一

奈
良
嬢
大
川
造
跡
の
調
査
　
　
　
　
酒
詰
　
仲
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
茂
弘

京
都
府
宮
ノ
下
遺
跡

　
　
　
　
　
酒
詰
仲
男
・
堅
国
　
薩
・
岡
田
茂
弘

長
者
ケ
原
の
調
査
　
　
　
　
　
　
　
藤
織
　
亮
策

石
川
県
石
州
郡
御
経
塚
遺
跡
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
堀
　
勝
葛

姦
曲
地
方
北
部
発
見
の
縄
文
文
化
晩
期
の
甕
棺

　
－
菅
森
三
戸
郡
名
川
町
大
字
最
小
字
前
の

　
沢
出
土
－
1
…
　
　
　
　
　
　
　
江
坂
　
輝
弥

芦
屋
市
会
下
山
弥
生
式
往
鮭
川
調
査
報
告

　
一
表
六
甲
山
高
地
性
遺
跡
の
　
例
と

　
し
て
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
用
　
行
弘

四
本
の
銅
鉾
を
敵
し
た
竪
穴
住
厨
塊

　
－
肥
後
直
木
町
轟
遺
跡
…
一
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閏
辺
　
哲
夫

丁
子
島
広
田
遺
跡
第
二
次
調
査
　
　
露
分
　
藏
一

免
田
武
土
器
に
伴
う
墳
墓
と
推
定
さ
れ
る

遺
構
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
乙
益
　
重
隆

菰
島
県
大
久
保
遣
跡
の
竪
穴
住
居
埴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
　
　
元
国

静
岡
県
三
池
平
古
墳
の
調
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
初
璽

地
下
式
古
墳
の
年
代
に
つ
い
て
　
　
石
爆
恒
太
郎

加
賀
瞬
丸
山
横
穴
群
第
二
次
調
査
　
上
野
　
与
一

若
狭
大
島
半
島
調
査
概
要
　
　
　
　
石
部
　
正
志

　
i
古
墳
と
師
由
渠
式
の
遺
跡
i

山
陰
地
方
古
墳
出
土
の
土
器
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
満

静
岡
県
浜
北
町
内
野
神
明
社
上
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
津
谷
達
男

大
宅
寺
調
査
概
要
　
　
　
有
光
教
一
・
坪
井
溶
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
関
　
恕
・
小
野
山
節

越
後
に
於
け
る
一
中
世
墓
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
直
　
成
夫

涯
南
の
漆
器
文
化
　
　
　
　
　
　
　
市
川
健
二
郎

鉄
器
と
鉄
津
と
推
定
原
鉱
の
化
学
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
島
　
誠
一

　
　
会
　
　
告

闘
、
　
「
吏
林
」
の
増
頁
と
会
費
増
額
に

　
　
つ
い
て

　
す
で
に
前
号
同
封
の
会
告
に
て
御
知
ら
せ
し
ま
し

た
よ
う
に
、
評
議
員
会
な
ら
び
に
理
事
会
の
決
定
に

よ
り
ま
し
て
本
号
よ
り
「
史
林
己
の
建
頁
お
よ
び
会
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患消界学

致
を
、
次
の
通
り
増
額
い
た
し
ま
す
。
な
お
こ
の
件

に
つ
き
ま
し
て
は
去
る
十
一
月
二
日
開
催
の
会
員
総

会
に
御
報
告
し
、
万
場
一
致
で
承
認
を
う
け
ま
し
た

が
、
当
国
御
嵩
席
な
き
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
御
了
承
、
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
い

た
し
ま
す
。

新
建
頁
　
年
間
九
〇
〇
頁

旧
旧
建
長
　
　
加
サ
剛
制
山
ハ
○
○
｝
貝

新
会
費
　
産
額
九
〇
〇
円

旧
即
ム
四
費
　
　
年
額
山
ハ
○
○
円

嗣
号
当
約
一
五
〇
頁

一
号
当
　
　
八
八
頁

（
六
駆
万
の
み
一
六
〇
頁
）

［
号
定
価
一
八
O
円

一
号
定
価
一
〇
〇
円

（
六
号
の
み
約
二
〇
〇
円
）

　
（
御
注
意
）
毎
号
奥
附
の
定
価
は
一
八
○
円
で
あ

り
ま
す
が
、
会
員
各
位
の
会
費
は
、
一
号
当
り
一
五

〇
円
と
し
て
翼
鏡
し
、
毎
号
「
お
知
ら
せ
」
を
同
封

し
て
残
高
を
御
連
絡
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
、
次
期
評
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

　
会
刷
に
よ
り
、
現
評
議
員
の
任
期
は
、
来
る
三
月
三

十
一
日
を
以
て
溝
了
い
た
し
ま
す
（
任
期
は
二
年
）
。

次
期
評
議
員
の
選
出
に
は
、
会
員
中
よ
り
理
事
会
に

お
い
て
選
出
し
会
員
総
会
の
承
認
を
経
る
こ
と
を
要

し
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
去
る
昭
和
三
十
三
年
十
月

ご
日
開
催
の
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
慎
垂
審
議
の

結
果
、
現
評
議
員
の
う
ち
、
辞
意
を
申
し
出
ら
れ
た

石
園
龍
次
郎
氏
を
除
く
五
九
名
の
方
に
は
全
員
留
任

を
御
願
い
す
る
こ
と
と
し
、
新
た
に
爆
俊
男
氏
（
京

都
大
学
助
教
授
）
中
山
治
一
氏
（
大
阪
市
立
大
学
教

授
）
樋
口
隆
康
氏
（
京
都
大
学
助
教
授
）
を
二
藍
選

出
す
る
こ
と
に
決
し
、
十
一
月
二
日
開
催
の
会
員
総

会
に
提
案
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
万
場
一
致
を
以
て
承

認
を
う
け
ま
し
た
。
次
期
評
議
員
全
員
の
御
氏
名
は

現
評
議
員
昏
位
の
任
期
満
了
の
後
、
当
史
林
誌
上
に

公
告
い
た
し
ま
す
が
、
掌
り
あ
え
ず
選
出
の
経
過
に

つ
き
ま
し
て
御
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

　
会
員
各
位編

集
後
記

　
一
九
五
九
年
の
新
春
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
各
位
も
、
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い

御
抱
負
を
お
も
ち
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
ぞ
ん

じ
ま
す
が
、
こ
の
史
林
も
永
年
に
わ
た
っ
た
ぺ
…
ジ

数
の
不
足
を
、
な
ん
と
か
こ
こ
に
解
決
し
て
、
こ
と

あ
ら
た
ま
っ
た
浄
血
の
上
に
お
と
ど
け
で
き
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
肉
体
に
は
そ
の
優
美
が
あ
り
、
精

神
に
は
そ
の
才
智
が
あ
る
よ
う
に
、
史
林
も
そ
の
活

気
あ
る
内
容
を
誇
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
朝
尾

氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
論
稿
は
こ
の
要
求
に
は

つ
き
り
解
答
を
あ
た
え
る
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
前
論
で
は
8
ポ
で
組
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
論

文
も
、
今
後
で
き
う
る
か
ぎ
り
9
ポ
で
組
め
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
い
く
ぶ
ん
紙
面
の
余
裕
も
ゆ
る
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
員
各
位
の
御
投

稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
本
巻
よ
り
書
評

と
紹
介
の
二
つ
の
欄
に
分
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
紹
介
欄
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
の
書
評
に
御
投

稿
た
ま
わ
っ
た
の
と
高
じ
く
、
会
員
姦
位
で
適
当
な

下
下
、
論
文
を
御
紹
介
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す

し
、
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
や
御
意
冤
を
お
送

り
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
会
員
各
位
の
御
精
励
を
お
い
の
り
し

て
。
そ
し
て
凡
康
で
な
い
四
二
巻
を
築
い
て
い
く
こ

と
を
心
に
き
め
な
が
ら
。
　
．
　
　
　
（
永
井
一
工
明
）

藏
蕪
彗
樋
愚
書
定
価
天
・
円

　
史
　
　
林
（
第
四
二
巻
　
第
一
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
七
三
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
　
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
理
寮
長
　
　
嘗
崎
帯
域

　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
賦
西
七
条
伽
所
ノ
内
診
町
三
九

印
璽
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
祉
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